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今日は、べジ気分！今日は、べジ気分！
ベジタリアンと大豆は切っても切れない間柄。ベジタリアンと大豆は切っても切れない間柄。
少し、ベジで楽しい生活をのぞいてみませんか？少し、ベジで楽しい生活をのぞいてみませんか？

  

今月のベジーさん

●手作り味噌や豆もちを作り続けて●
　私が住む地域特産の「あけぼの大豆」を使った郷
土料理に豆もちがあり、私も30年ほど前から毎日、
手作りしています。我が家の作り方は、煎ったあけ
ぼの大豆やごま、クルミ、ピーナッツ、カシューナッ
ツ、青のりをもち米に混ぜ込むもので、薪で炊く昔
ながらのもちかまどで蒸します。知り合いに差し上
げたところ、「おいしい」と言っていただき、「もっと
おいしくしたい」と色々試して、現在の味になりま
した。以前は10カ所ほどの地域の直売所に置いて
もらっていましたが、今はひとりでやっているの
で受注生産です。
　あけぼの大豆は、地域の食生活に深く根ざしてき
ました。味噌も、庭で育てたあけぼの大豆で作るの
が当たり前で、市販のものを買うことはありません
でした。けれども最近は高齢化が進み、味噌作りを
する家庭も減ってきています。この先、味噌作りの
ノウハウの量も質も落ちていってしまうと危機感
を持ちながら、仲間たちと一緒に農協婦人部（現・
JA女性部）で味噌を作ってきました。材料はあけぼ
の大豆、麹、塩だけで、麹はあけぼの大豆と一番相性
がいい隣町のものを使っています。
　味噌作りは奥が深くて、実践しながら学べること
が多いと感じます。あけぼの大豆で作った味噌は、
まろやかで深いコクがあって、本当においしい。
そんな味噌の味を地元の子どもたちや若い世代は
もちろん、町を訪れる観光客など多くの人に知って
ほしいですね。

第8回日本ベジタリアンアワードにノミネートさ
れた「うりぼうの里」依田哲子さんを、加藤裕子
がご紹介いたします。
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梨
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で
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２
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梨
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０
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１・２
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収
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収
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～「うりぼうの里」責任者～

依田  哲子 さん

㊧俊郎さんとうり坊

亡き俊郎さんと一緒に

  

今月のベジーさん

枝豆収穫のイベントで

家族で大豆畑の草取り

㊧GIマークが
ついた枝豆
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０
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７
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収
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光
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。
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０
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９
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。
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と
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懸
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ら
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回
る
こ
と
も
な

か
っ
た
ん
で
す
」
と
哲
子
さ
ん
。
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っ
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１・７
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Ａ
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。
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。
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受
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茸
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で
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ル
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椎
茸
は
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外
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安
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提
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す
る
こ
と
で
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あ
け
ぼ
の
大
豆
の
魅
力
を
も
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と
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え
ら
れ
る
と
思
っ
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ま
す
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回
、

日
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ジ
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ン
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取
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作
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す
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く
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で
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っ
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大
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ウ
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を
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な
く

薪で炊くもちかまど
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あけぼの大豆の
煎り大豆
あけぼの大豆の

たわわに実った枝豆と1.7haの大豆畑 大豆の収穫

家族で
作業

大粒の枝豆


